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 県では、去る3月 28日、“環境公共への取組に共感し

た仲間たち”からなる「環境公共学会」を設立しました。 

 本学会は、各地域で環境公共に取り組む地区環境公共

推進協議会からの“お互いの活動の連携を深めたい”、“他

地区での活動状況を知りたい”などといった要望を踏ま

えて設立に至ったもので、取組の環（わ）をさらに広げ

ながら、安全・安心で優れた農林水産物を生産する農山

漁村を将来へ引き継いでいくことなどを目指します。 

 

 主な活動は、「環境公共学会」のホームペー

ジ上での電子掲示板による情報交換や、ブログ

による情報発信です。会員数は、6月 22日現在

で 282人となっており、電子掲示板には、多数

の会員から地域の話題提供や質問・意見などが

寄せられ、ブログでは各地の取組が随時紹介さ

れています。 

 入会した方々には会員証を発行しています。

ぜひ皆さんも環境公共に取り組む“仲間”に加

わりませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■取組の紹介 

 
～ 「環境公共学会」を設立しました ～ 

■県内の「環境公共」取組レポート 
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発行／環境公共推進会議事務局 

〒030-8570 青森市長島1-1-1 

青森県農林水産部農村整備課内 

TEL 017(734)9545 FAX 017(734)8153 

環環境境公公共共 通信 
 “地域づくりの新しいかたち”環境公共 

世永会長(前列左から４人目)ほか設立メンバー 

環境公共学会の活動イメージ 

【環境公共学会ホームページ】 

URL http://www.npo-afs.jp/kankyokoukyo-gakkai/ 

【環境公共学会事務局】 

〒030-8570青森市長島１丁目１-１  青森県農林水産部農村整備課企画・調整グループ内 

TEL：017-734-9545、FAX：017-734-8149、e-mail：kankyokoukyo@yahoo.co.jp 

環境公共学会の会員証 
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 本地区は、東北町の小川原
お が わ ら

湖
こ

沿いの低平地に

位置していることから、降雨のたびに水田や周

辺の住宅地が浸水に悩まされてきました。この

ため、排水機場の改修（県営花切地区湛水防除

事業：H9～13）を実施し、現在は幹線排水路の

整備（県営上北地区農村振興総合整備事業：H19

～24）に取り組んでいます。 

 また、排水路の整備を契機に設立された「上北地区環境公共推進協議会」では、地域住民や学識

経験者なども参加し、農業経営の安定と生活環境の改善という事業の目的に加え、地域の環境保全

の視点から様々な活動を実施しています。 

 

 

 協議会が、地域の生き物調査をしたところ、水

路にメダカやトミヨなどの貴重な魚類の生息を確

認しました。 

 そこで、魚類の隠れ家となる隙間を確保し、生

態系を守る水路の工法として、金網のカゴに石を

詰めた「カゴマット」が使われました。 

 

 

 

  また、水路沿いには「湖畔千本桜」と呼ばれ 

 る桜並木や散策道があり、地域住民が景観を楽 

 しむコースとなっていることから、転落防止柵 

 には地域資源である間伐材を利用しました。 

 

 

 

 

 

 水路整備は平成24年度に完了する予定ですが、

協議会では、それ以降も生き物調査や草刈りなどを

継続し、施設の維持管理を地域自らが行っていくこ

ととしています。 

「環境公共」HP  http://www.pref.aomori.lg.jp/sangyo/agri/kankyoukoukyou.html 

１ 地区の概要 

２ 環境保全活動の内容 

 
 上北

かみきた

地区(上北郡東北
とうほく

町)～地域を洪水から守り、魚類の生息環境にも優しい排水路の整備～

～ 

３ 今後の取組 

協議会による現地検討会の様子 

水田等の湛水状況 

生態系に優しいカゴマット工法 

協議会による現地検討会の様子 

整備後の南谷地幹線排水路と湖畔千本桜 


